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戦争の＜記憶＞の継承と
その利活用に資するアーカイブズの構築
およびそれに基づく平和学習の新たな可能性の探究

―平和を希求する心を育むための試み―

トヨタ財団研究助成プログラム オープンワークショップ
「社会の新たな価値の創出をめざして」

佐藤 宏之（SATO Hiroyuki)
出水市戦争遺跡等保存活用プロジェクト
http://izumi-peaceeducation.seesaa.net/
izumi.peace.education@gmail.com

プロジェクトの目的

•戦争の〈記憶〉の継承

–戦争をめぐる語り

•体験者から非体験者へ→非体験者から非体験者へ

•実在としての戦争→〈記憶〉として再構成された戦争へ

•〈記憶〉をアーカイブする

–体験者の消滅

•文字によってしか研究できなくなる

–オーラル・ヒストリーという手法

•聞き手の問題関心→不特定多数の利用者を想定した記録

•平和形成主体の育成のための学習プログラム

戦争の〈記憶〉の継承

•戦争体験者への聞き取り調査

–ガイドラインの策定

•聞き手の価値観を反映させない

–継承されにくい、すでに消滅しか
かっている〈記憶〉の発見・発掘

•戦争の栄光の部分や被害の部分
は比較的語り継がれやすい
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「特攻6400人の悲劇」西日本新聞（2014/07/29
朝刊）掲載の図から５機以上の出撃拠点を抽出して
作成

⇒存在したものとしての
戦争の実態解明

〈記憶〉をアーカイブする

•オーラル・ヒストリーの課題

–聞き手自身が行う研究以外に、第三者が同じ素材を
使って研究することがない

•聞き手の関心に惹きつけた特定のテーマに特化

•第三者が生のデータを利用できない

⇒公開性の保証／証拠性の確保

•〈記憶〉がもつ特性

–年月を経るにしたがって情報を解釈・整理し続ける

–その時々の社会的価値観などの影響を受けやすい

平和形成主体の育成のための学習プログラム

•平和学習の中心：戦争被害（被害・悲惨さ・過酷

さなど）の継承
⇒「戦争を廃絶する責任」という教訓

平和な社会を作るために自ら活動する？

•平和形成主体の育成
•実際に戦争や軍隊を受け入れていた社会とは

•当時の人びとが見つけていた問題とは

•個々人がどのような社会的立場から、どのような行動をと
り、相互に影響を与え合っていたか

•異なった個々人が互いにどう関わり合って社会を動かして
いたか

「社会の新たな価値の創出」とはどのようなものか

「公共財」

平和を希求する心を育むための試み

•中学校向け平和学習プログラムの開発

–鹿児島大学教育学部（教員・学生）

–出水市教育委員会

–（一社）出水民泊プランニング・平和学習ガイド

•2016年8月27日

「「戦争の記憶」を未来につなぐ」ワークショップ

平和を希求する心を育むための試み

•ワークショップ

–ミッション①

戦争関連施設と出水の人々には
どのような関係があったのか、解明
せよ。

•事前学習

•見学体験

•講話

•事後学習

–ミッション②

出水の戦争関連施設ガイドツアー
をＰＲするポスターを作成せよ。

平和を希求する心を育むための試み
【証言】乘田 泰麿さん

海軍の同級生が帰省したさいに着ていた白い七
つボタンの制服に憧れて昭和19年に同級生と一
緒に海軍へ志願した。

→軍隊は一日でも先に入った者が先輩

【証言】山田 登さん

当時、兵士を排出した家には
国旗が立てられていた。

山田さんは兄弟が多く、旗が立
ってないと（周りの目が気にな
り）息苦しく思って軍に入隊す
る。

→一家の名誉のために軍隊へ
の入隊を決める。

【証言】濱田 謙一さん（訓練生）
休日には、基地を出て近くの民家（クラブ・「下
宿」と呼んでいた）でお茶を飲んだり、横になっ
たり、食事をしたり。基地のなかでは常に緊張し
て過ごしていたが、自分の家に帰ったような、ホ
ッとした気持ち。突然訪れても受け入れてくれる
家、なじみの家ができる。

【証言】溝口 親政さん（掩体壕建設）
1944年の11月より飛行場の動員が始まり、現
地集合であった。掩体壕は土まんじゅうを作って
からコンクリートを乗せる方法と、初めからドーム
状に作る方法と二つあった。…
1945年2月16日、掩体壕建設作業中に老朽
化したチェーンブロックで吊り下げられた積み石
とコンクリートが落下した。それの下敷きになり重
傷を負い、病院に運ばれ意識が戻ったときには
手術は済んでいた。…

【証言】灰塚 元さん

（攻撃目標について）

4月18日に家の周辺
に爆弾が２発落ちた。
空襲警報が鳴ったの
で道を隔てた所の防
空壕に逃げたが、畑か
ら帰ろうとしていた近
所の方がやられた。肉
片が散らばっていたと
いう。送信所を目標に
攻撃をしていた。

【証言】前田 純夫さん（空襲時の気持ち）

突如として空襲が始まり上空から爆弾が雨
のように落ちてきて、地獄だと思った。爆弾
が落ち、同時に破裂するたびに地鳴りと地
面が揺れ、防空壕が崩れ落ちるのではない
かと、これで家族全員最後かもしれないと
思った。生きた心地はしなかった。

【証言】有馬 キミ子さん

（兵士を見舞った出水の人）

慰問に行きました。ほいで「
海ゆかば」という歌を歌って
別れてきました。自分たちで
行こうかなという話し合い
のもとに行ったと思います。
女性ばっかりだったから、日
曜日に行ったんでしょうね、
7、8人だったと思う。
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平和を希求する心を育むための試み

•戦争体験者へ質問

–戦時中の思い出（女学校時代）

•学校での防空訓練

•砂利運び

•砲台づくり

•基地の草刈り中に空襲に遭う

•隊員の休日

•出撃隊員が学校を訪問。歌を
歌っておもてなし

•各家庭の防空壕

平和を希求する心を育むための試み

•事後学習

平和を希求する心を育むための試み

•事後学習

平和を希求する心を育むための試み

•ＰＲポスターの作成 •「二十日会」の開催告知（昭和15年6月20日）
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中井勝郎美術・古文書館で新たに発見した資料

平和を希求する心を育むための試み

•「出水兵児」（郷土的「伝統」）の機能

平和を希求する心を育むための試み
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武家屋敷 海軍航空基地

屋敷・蔵
外城制

住民意識
（差別？区別？

上級武士⇔下級武士、
武士とその他）

山田昌厳・「出水兵児」
（薩摩藩士の気風）

など

戦争遺跡
戦争体験
住民意識

（誘致する地域・共存する地域・
拒否する地域）

近代都市の形成
（インフラ整備・色街ほか）

差別問題
（朝鮮人・中国人労働者ほか）

「出水兵児」を通じた
戦意高揚

など

戦闘員
（武士・隊員）

戦の拠点
（武家屋敷・基地）

「出水兵児
修養掟」

（郷土的「伝統」の
機能・役割）

証
言

資料の発掘・保全・活用

武力（軍隊）と
地域の関係

「地域の歴史資産」という考え方

ご静聴ありがとうございました。
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